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地域福祉課 地域福祉第１係 

 

 



〇目的 

 高齢となっても住み慣れた場所で安心して暮らしていくために必要な通院を、自動

車販売店の協力により試乗車・代車を借用し、住民が主体となって行う活動を支援する

ことを目的とする。令和３年２月１日～令和４年３月末までをトライアル期間とし、令

和４年より事業開始とする。 

〇現状 

 平成３０年よりあんしん生活サポート事業で勇払座談会を開催し、高齢化と人口減少

が進む勇払にお住まいの住民の方々と課題の明確化と共有を図ってきた。３回の座談会

開催の中、バス・JRの減便、日本製紙撤退に伴う診療所の閉鎖があり、交通問題の中

でも特に通院に関して不自由さを感じている方が多いことが明確化された。バスについ

ては１～２時間に１本程度運行しているが、ノンステップバスでも２～３段の階段昇降

が必要であり、困難な方はタクシーを利用せざるを得なく、経済的負担が大きいことが

予想される。 

 

〇活動内容 

 定期的な通院送迎を登録ボランティアがネッツトヨタ苫小牧、トヨタカローラ苫小

牧の試乗車・代車を使用し行う。ただし、医療保険適用の診療のみを対象とし、範囲に

ついては勇払から勤医協苫小牧病院、苫小牧日翔病院までとする。 

 

〇利用対象 

・勇払にお住まいの身体上、公共交通機関の利用が難しい６５歳以上の方で年金等の収

入が年額１６０万円程度（夫婦であれば２２０万円程度）までの方。（概ね非課税の

方） 

・介護保険制度における乗降介助等、他法、他制度による移送支援を受けることができ

ない方。 

・その他、社協会長が特に必要と認める方。 

（リフト車ではないため、車椅子利用者は対応不可） 

  

 

 



〇利用可能日時 

・平日の月曜日～金曜日 １０：００頃お迎え～１６：３０頃までに自宅到着 

※ボランティアの方が車輌を借用できる時間は９：２０分頃から可能。 

・１か月に付き利用回数は２回までとする。 

〇使用車両と利用料 

・使用車両についてはネッツトヨタ苫小牧（新中野町）、キテネッツ館（新開町）、トヨ

タカローラ苫小牧（柳町）の試乗車または代車を使用する。 

・利用料は無償とし、同乗者を要する場合でも同様とする。 

 

〇ボランティア要件と登録 

・５０歳以上の方で普通（中型）自動車免許を取得し３年以上の運転経験を有する方。 

・事前に当会にて安全運転講習会を受講して頂き、別紙（様式 2-1）に必要事項を記入

し登録となる。 

※講習会については毎年実施し、更新制とする。また講習会終了後に交流会を実施予定。 

 

〇利用申し込み方法（流れ） 

① 利用希望者は当会へご連絡頂き、面談の上、必要書類（様式 1-1.1-2）に必要事項

を記入し事前登録を行う。 

 

 

② 利用者またはそのご家族より電話連絡または書類（様式 3-1）を利用希望日の１週

間以上前に提出し依頼する。 

 

 

③ 当会がボランティアとのマッチングを行い、当日の担当者（ボランティア）を前日

までに折り返し連絡する。またネッツトヨタ苫小牧、トヨタカローラ苫小牧へ利用

希望日とボランティア名を連絡する。 

 

 

④ 当日、ボランティアが利用者宅へ行き通院の送迎を実施 

 



〇損害・賠償保険 

・運転ボランティアについては事前に当会負担にてボランティア活動保険に加入頂く。 

・事故等については利用者、ボランティア共に自動車保険（借用車輌）の範囲内のみ補

償する。 

 

〇その他 

・車輌保険、燃料費はネッツトヨタ苫小牧、トヨタカローラ苫小牧にて負担をする。 

・安全運転講習会は損保ジャパンにて実施する。（講習会費用無料） 

・利用者の選定については、問い合わせを頂いた勇払在住の方、勇払自治会、民生委

員、東地域包括支援センターからの相談により受け付けを行う。 


